
高い分子設計自由度をもつ多機能グラフトポリマーSCONA
熱可塑性樹脂コンパウンドの異樹脂相溶化、異種材料接着性強化、粘度調整などに

SCONAの特徴

主要製品ラインナップ

2022/2/24 ビックケミー・ジャパン株式会社プラスチック添加剤部

ホームページリンクよりお気軽にお問い合わせください。お問い合わせ

✓ さまざまな骨格ポリマーとグラフトモノマーで構成される幅広いラインナップ
✓ 熱履歴の少ない骨格ポリマー本来の物性を活かした製品設計（機械強度、流動性、低VOCなど）

お問い合わせ
QRコードリンク

主なご提案用途

✓ フィラーおよび繊維強化コンパウンドの補強強化向上（ポリオレフィンその他コンパウンド）
✓ リサイクルやブレンドアロイにおける異なる樹脂の相溶化
✓ ポリアミド、ポリエステルの衝撃強度改善、粘度調整
✓ 積層フィルムの接着層

本情報は当社の現在の研究データや技術に基づいています。実際の効果は材料の配合や加工条件によって異なります。十分に試験をされた上でご使用ください。本情報に記載の製品の使用もしくは情報の使用に際して、特許権
を含む個々のケースに対しる一切の法的責任は負いかねます。当社もしくは第三者の知的財産権その他の権利に関わる問題が生じた場合は当社はその責を負うものではありません。また、これらの権利の実施権の許諾を行うも
のではありません。記載内容は改良や開発のために変更することがあります。

他にも多くの製品がございます。
詳細は営業担当までお問い合わせください。

= ポリマー主鎖
(PE, POE, PP, SEBS, PLA …) 

= グラフトモノマー
(MAH, GMA , AA, …)

さまざまなグラフトモノマー

図１ SCONA 製品イメージ
SCONA製品 骨格

ポリマー
グラフト
モノマー

グラフト量 MFR(MVR)

@190℃, 2.16kg

TPPE 1102 GALL LLDPE 無水マレイン酸 > 1.5% 1 ~ 6 g/10min

TSPE 2102 GAHD HDPE 無水マレイン酸 > 1.5% 1 ~ 4 cm3/10min

TSEB 2113 GB EBAC* 無水マレイン酸 > 0.6% 3 ~ 8 cm3/10min

TPEV 1110 PB EVA 分岐アクリル酸 > 2% < 15 g/10min (21.6kg)

TPPP 9212 GA PP 無水マレイン酸 > 1.8% 80 ~ 140 g/10min

TSPPR 30113 GB PPｴﾗｽﾄﾏｰ 無水マレイン酸 1.2% 50cm3/10min(170℃, 1.2kg)

TSPOE 1002 GBLL POE** 無水マレイン酸 1.45 ~ 1.65% 6 ~ 23 g/10min (21.6kg)

TSKD 9103 SEBS 無水マレイン酸 > 1.3% 15 ~ 35 g/10min(230℃, 5kg)

* エチレンアクリル酸ブチルコポリマー, ** エチレンオクテンコポリマー 図２ SCONA 相溶化メカニズム

非極性部位

極性部位

= 酸無水物基

= 例: 水酸基/ エステル基

SCONA

図３ 顔料・フィラーへの作用

固体粒子・繊維

官能基（例. 水酸基, アミノ基）

官能基（例. 無水物基, 酸基）

https://www.byk.com/ja/contact
https://www.byk.com/ja/products/additives-by-name/scona-tppe-1102-gall
https://www.byk.com/ja/products/additives-by-name/scona-tspe-2102-gahd
https://www.byk.com/ja/products/additives-by-name/scona-tseb-2113-gb
https://www.byk.com/ja/products/additives-by-name/scona-tpev-1110-pb
https://www.byk.com/ja/products/additives-by-name/scona-tppp-9212-ga
https://www.byk.com/ja/products/additives-by-name/scona-tsppr-30113-gb
https://www.byk.com/ja/products/additives-by-name/scona-tspoe-1002-gbll
https://www.byk.com/ja/products/additives-by-name/scona-tskd-9103
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図４無水マレイン酸ポリプロピレン製品
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図５植物繊維/ポリオレフィンコンパウンドへの適用例
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Control 1% 汎用グラフト品 1% TPPP 8112

1% TPPP 9212 1% TSPP 10213 2% 汎用グラフト品

2% TPPP 8112 2% TPPP 9212 2% TSPP 10213

➢ 樹脂：PP/PE

➢ 木質繊維：50%

1%添加 2%添加

1%添加 2%添加

図６ポリアミド6 衝撃強度改善例
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図７ SCONAによる粘度調整

+

ポリアミドSCONA

ブランチ化
ポリアミド

= 酸基（分岐アクリル酸）

= アミノ基（ポリアミド末端）

図８ SCONA 粘度調整事例
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